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デモ展示コーナー 

    
2007年10月19日、品川コクヨホールで『Curlビジネスフォーラム2007～最新事例でわかる
エンタープライズ2.0の本質～』が開催されました。クオリテックは、当フォーラムの協賛
企業であり、代表取締役福岡によるプレゼンテーションや、ホワイエで実施された協賛各

社による展示コーナーに出展し、多くのご来場にお越しいただきました。 
 
現在、各企業で、Web2.0を利用したビジネスモデルを経営戦略に取り込み、企業間競争の
優位性を確立しようというさまざまな取り組みが始まりつつあります。 
しかし、その利用にあたっては、外部ソースの情報が膨大過ぎる、データ間の関連性や粒

度が一定ではないなどの課題もあり、インターネットから得た情報と企業内で蓄積した情

報を有機的につなぎ、可視化を実現するコラボレーションプラットフォームの構築が不可

欠です。 こうした背景から、今回のフォーラムでは、エンタープライズ2.0に求められる要
件、そしてリッチクライアントCurlが提供するエンタープライズ2.0ベースの新プラットフ
ォームに関するセッションが開催されました。  
 
 
 
 
 
 
 



新たな品質管理システム 
クオリテック株式会社 代表取締役  福岡 博文 
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クオリテック株式会社  
代表取締役 福岡 博文 
クオリテックは、日本で最初に CurlリッチクライアントWebシステム技術を導入した実
用アプリケーションを開発し、以来、主に製造企業向けに、Curlを使った品質管理システ
ムのカスタム開発をおこなっています。 
 
近年、製造企業によるさまざまな品質不備の問題が発生し、大きな社会問題となっていま

すが、その根底には、これまでの SCM（サプライチェーンマネジメント）の機能が、数量・
コスト・納期のみを重視し、現場での品質に関する知識が資産として体系化されていなか

ったことに原因があると考えています。 
 
この課題に対し、クオリテックでは、サプライチェーンに沿った品質チェーンを実現する

ことを目指し、Quality Collaboratorを開発しました。 
Quality Collaboratorの特長は大きく３つ、 
 
１．製品モデル、製品工程データ、品質規格を関連づけてセットにして構築する新しい QPP
モデルで、製造会社のエンジニアリングに最適なデータ構造を実現。 

 
２．QPPモデルをベースとしたデータベース及びQPPモデルをベースとした検索エンジ  
  ンの活用で、品質知識ベースを、QPPモデルをベースとして検索し、高品質製品の作 
り込み知識や過去の品質問題知識などを共有または再利用可能。 



  ＊Curlを使うことで、品質知識ベース画面上で多種多様な品質管理情報を体系的に蓄積・分析可能な

柔軟な構造を実現。 

 
３．BOMを中心とした品質規格リレーションQCMS（Quality Chain Management 

System）で、企業の枠組みを超え、製品構成の関係および品質管理項目の関係を定義・
共有し、調整できる品質チェーン管理システムを提供。 

 
本システムを導入することで、各部門内でしか製品情報が共有されておらず、担当者が異

動してしまうと知識の継承が途絶えてしまう、などこれまでの問題が解消され、品質管理

のノウハウの蓄積や品質維持が可能になります。また、社外との連携に関しても、これま

では、品質に問題が生じた際、どの部分で問題が発生したかの発見が難しかったという状

況から、完成品からどの品質管理項目と連携しているか分かるため、短時間での原因追求

が可能になります。 
 
Quality Collaboratorは、このように、製品開発段階での目標の共有、生産段階での結果の
共有、再発防止に向けた情報の共有の品質マネージメントサイクルを実現することで、社

会から信頼される製造企業のインフラ構築に貢献してまいります。 
 
 
 
 
≪その他、参加企業のセッションについて、概要をご紹介いたします。≫ 
エンタープライズ2.0が次のビジネスを左右する 
株式会社カール RIAエバンジェリスト 三野 凡希 
 
クライアント側にUIやUI Logic、Business-logicやデータを持たせることで、操作性や処理
能力が格段に進化したWeb2.0の優位性について解説されました。また、企業における
Web2.0の適用が、現在、ブログやSNSなどネットワークITの領域にとどまっており、今後
の企業システムの進化のためには、ファンクションITやエンタープライズITなどへ適用領
域を広げる必要があるとの見解です。また、セミナー後半は、Complex UI（複雑なグラフ
ィックやレポート）、セキュリティ対策、大量データ処理など、Curlで実現するエンタープ
ライズ2.0のソリューションを、デモを交えたご紹介がありました。 
 
 
 
 




